
岩塊撤去の進捗状況（羊蹄トンネル）
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区間H④

中間立坑に到達
ビット交換作業完了

岩塊撤去済・
マシン通過済

フィッシュテール取付状況

○令和4年度に実施した弾性波探査の結果、9箇所で掘進に影響する可能性のある岩塊の存在を確認。（図中の区間A①～H④）
○区間A①では、掘進停止の原因となった岩塊を撤去し、シールドマシンが令和７年7月1日に中間立坑に到達。その後、ビット交換作業を行ってい

たが、令和8年4月に交換作業完了。現在、掘進開始に向けて準備中。
○令和４～５年度の地上からのボーリング調査の結果、区間A②、A⑤、H④において、シールドマシンによる掘進が停止するおそれがある岩塊の存

在を確認。このうち、区間A②の岩塊は、令和6年5月より地上から撤去していたが、令和8年4月に撤去作業完了。（撤去総本数259本）
○残りの区間では、地上からのボーリング調査の結果では、シールドマシンによる掘進が不可能となる岩塊は未確認。

現時点で掘進が不可能となる岩塊は確認されていないが、岩塊が存在する可能性がある区間
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シールドトンネルの進捗状況（札樽トンネル（札幌））
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札幌方掘進の様子

〇令和6年3月より札幌方の掘進を実施。令和8年６月1日時点で約2,080mを掘進完了。

〇現在、国道5号発寒高架橋、札樽自動車道発寒高架橋直下を掘進中。

〇今後も、JR函館本線をはじめとした重要構造物に近接しながら掘進を予定。

〇令和8年1月より実施している試験掘進は継続中。

8

札幌方

新函館北斗方

国道5号 発寒高架橋


